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▲市民から寄せられたはがき
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　それぞれの選定理由としては、ムクノキは木曽川沿いを中心に市内に
巨木が茂り、堂々とした見た目をしていること、アジサイは別名を「八

はっ

仙
せん
花
か
」といい、市内 8地区の団結を表すこと、コバルトブルーは木曽

川の水を象徴し、青年都市としての若さとさわやかさを表すことなどが
示されています。制定にあたって市民から集まったはがきは全 73通。
そのほかの意見としては、市の木はイチョウや柿、花は梨やヒマワリ、
色は緑や赤があり、そのどれもが市に対する思いであふれています。
※なお、県の天然記念物「川合のムクノキ」は、令和 6年に、枯死により指定解除されています

「選定の理由と応募はがき」Pick Up

」色の市、花の市、木の市「 ▲
答申書
　（昭和49年9月10日）

で典式念記年周02制市 ▲
配られた冊子


